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中国のダイヤモンド産業あれこれ

岸本文男(地質相談所)
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はじめに

筆者カミ本誌の第327号(1981年11月)に｢中国のキン

バｰライトとダイヤモンド｣という記事を載せてから

すでに7年が経過した.この間中国のダイヤモンド

鉱床の探査も開発も進んだし世界のダイヤモンド産業

も様変わりLてきた.ダイヤモンドの母岩がキンバｰ

ライトだけという考えかたも変わってきた.この辺で

最近の中国のダイヤモンド産業に目を向け公表された

文献や新聞報道からその変貌の一端に触れてみたい.

中国のダイヤモンド戦略

まず<中国地質報〉がその1987年10月19日号で発

表した｢中国のダイヤモソド工業発展の戦略｣と題する

記事を紹介しよう.これで中国がダイヤモンドにつ

いて何を考えているか削るはずである.

｢ダイヤモンドは自然界稀有の貴重た鉱物であり国

際プｰケットにおける“永遠に衰えを知らたい"特別た

商品である.一国のダイヤモンド需要量は一般にそ

の国の工業化の程度を表す指標となっている.ダイヤ

モンドは重要な工業原料であるだげでたく同時に国防

科学研究エレクトロニクス宇宙ロケット技術たどに

必要な戦略物資でもある1近代工業･科学技術の発展

と国民の生活水準の向上に伴ってダイヤモンドの利用

範囲は正に絶えず広がっていて消費量は大幅に増大し

つつある.世界の天然ダイヤモンドの産出量は1965年

が3,223万カラット1985年が6,650万カラット1986年

が8,870万カラットとたっている.ダイヤモンドの経

済価値は金よりもはるかに大きい.

中国の人口は世界のトップであるが現在把握済み

のダイヤモンドの埋蔵量は世界の10番目にすぎない.

その産出量は需要を満たすには程遠く年々の輸入を必

要とする量は30万カラットから40万カラットでそれは

中国の国際的地位と経済の発展状況にふさわしいもので

はたい.多くの原因から中国のダイヤモソド工業は

まさに暗中模索の段階にあると言える.

中国における近代化の発展はダイヤモソド工業が

大規模にたり急速に発達することを要求している.

中国全体の現在の天然ダイヤモンド産出量は年間の需

要量のわずか10分の1で不足する部分は全て輸入に頼

らざるを得ず外貨の支出は膨大なものとたっている.

そのほか国際市場でのダイヤモンドの価格カミ年六上昇

しそして中国でのダイヤモンドの需要量も年六増えて

いるのである.したがって中国のダイヤモソド工業

を速やかに発展させることは焦眉の急務とたっている.

1950年代に中国力ミダイヤモンド鉱床の調査研究事業を展

開して以降地質部門は毎10年計画ごとに一つの比較的

大きな成果を挙げてきた.すでに湖南省山東省遼

寧省だと14の省･自治区においてダイヤモンドが発見さ

れ国に少なからざる埋蔵量をもたらした.中でも山

東省のダイヤモンド鉱床は品位が高く遼寧省と湖南省

のものは品質が優れそれぞれ関係者の注目するところ

とたっている.

1964年以来地質部門は4回にわたってダイヤモン

ド地質研究のためのシンポジウムを開催しそして英国

アメリカオｰストラリアカナダソ連ドイツの地

質専門家が中国を訪れ中国のダイヤモンド探査事業を

研究されるよう強く要請した.現在すでに8地域の有

望地域を把握Lダイヤモンド地質と探査を専門とする

隊伍は数1,000名を擁するまでになってきた.そして

技術的た設備は改善され探査の経験と理論水準は次第

に豊富にたり向上Lてきた.

とくにこの数年来外国でカリ苦土ランプロファイ

ヤｰから巨大た初生ダイヤモンドが発見されて以来そ

の発見カミダイヤモンドの地質学的理論の重大た変革をも

たらしただげでたくその探査にとっても一つの新しい

領域を開拓するものとたった.中国地質鉱産部は部の

幹部を長とするダイヤモンド探査指導班を組織しその

探査を促進するための｢特別計画｣を組み英国と共同

Lて中国におけるダイヤモンド合同探査事業を準備Lつ

つある.ダイヤモンドの探査の展望は広くそのこと

が中国におけるダイヤモソド工業の発展の前提条件を与

えてくれている.

世界のダイヤモンドの需要量は年表増加L1960年

以降の年増加率は5%前後で1960年代の年平均消耗率

が鋼鉄10tについて1カラットであったものが1970年

代には1.2カラット1980年代に入って1.5カラットにだ
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第1図〈中国地質報〉に掲載された

様々なダイヤモンドに係りのある記事と宣伝文

ったことからすると今世紀末には需要が3億カラット

(天然ダイヤモンドと人造ダイヤ毛ソトの両方を合わせて)を

越える可能性がでてきた.このように工業カミ発達す

ればするほどダイヤモンドを消費する割合は大きくな

っていく.建国以後中華人民共和国が消費したダイ

ヤモンドは鋼鉄1万tについて1950年代には0.8カラ

ット1960年代には1.2カラット1970年代には1.67カ

ラット1980年代初期には1.69カラットとたっている1

これを外国の場合と比較すれば鋼鉄1万t当りの消費

量は非常に少ないが消費の増加速度はかたり高い.

この30年間に中華人民共和国の年間ダイヤモンド消費量

は21倍に増えている.この消費量の増加速度は世界

のダイヤモンド消費増加速度の10倍である.長期にわ

たって中国がダイヤモンドの厳しい欠乏状態に置かれて

いたためダイヤモンドを多方面に広く使用することが

できず鋼鉄1万t当りのダイヤモンドの消費量は欧米

の発達した工業国の場合のわずか0.1形から0.9%にす

ぎず多くの工業製品の品質が劣り生産効率が低く

生産コストが高く競争力が非常に弱い状態にあった.

工業カミ発達した国表がダイヤモンドを使用している状態

から予測できることは今世紀末には中国が年々必要と

1988年8月号

する天然ダイヤモンドの量が200万カラット前後になる

に違いたいと言うことである.

現在近代的た工業が発展して工業が必要とするダ

イヤモンドの量が絶えることなく増大してくるにしたが

って天然ダイヤモンドが不足してきたため外国では

人造ダイヤモソド工業が非常な勢いで発展しつつある.

不完全た統計ではあるが現在世界の人造ダイヤモン

ドの生産量はすでに2億カラットを越え世界の工業が

使用しているダイヤモンド総量の85形を占めている.

中国が1963年に人造ダイヤモンド製造･研磨工場を一

200ケ所にしてから国内の各工業部門の試錐･切断･

研磨材料に対する需要が基本的に満たされただけでた

く一部は輸出されるようにたってきた.LかL現

在の人造ダイヤモンド製造水準はまだ高いとは言えず

高い品質が要求される粗粒クラスのダイヤモンドはかた

りの割合で天然ダイヤモンドが使用されている.

現在人造ダイヤモンドに幾つか問題があるため

専門家は今世紀内にそれが天然ダイヤモンドに取って代

わることは不可能と考えている.その発展の趨勢は

天然ダイヤモンドと人造ダイヤモンドの同一歩調相互

補完の形をとるはずである.工業部門が求めている研�
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第2図チベット高原ヤルツアソポ河大湾曲部の谷

で地質調査を行っている地質専門家たち.

写真の現場はこの調査で初めて発見された

震旦系変成岩類､左端が地質調査班の責任

者楊逸購氏.チベットからまだダイヤ手

ソト発見の報はない.Lかしこの変成岩

類の発見は希望を生んでいる.(中国画報

����

磨剤としてのダイヤモンドは主として人造ダイヤモンド

で代用され宝石としてのダイヤモンドは主として天然

資源から採取されることになろう.

現状からすると中国におけるダイヤモソド工業の

発展のための対策は輸入と開発の二本立てでたくてはた

ら放い.相当長期にわたって輸入によって国内需要

を充足することにたるだろうカミ長期の展望に立って国

内での開発に積極的に着目し次第に自給率を高め競

って今世紀内に中国自前の比較的整った工業体系を作り

上げる必要がある.現在の我々の仕事の重点はダイ

ヤモンドの探査･採掘を開放し鉱山の生産能力を増進

することでたくては恋らたい.そのためには次のよ

うだ戦略的対策カミ採られる必要がある.

すたわち力量を発揮してダイヤモンド地質事業を

発展させる.ダイヤモンドの可採鉱量の不足はダイヤ

モンドが長期にわたって求めに答えられない主た原因に

たる.したがってダイヤモンドの自給水準を高める

にはダイヤモンド地質事業を強化し力を競ってそれ

ほど長くない期間内に幾つかの可採ダイヤモンド鉱床を

提供しその地質調査に当っては大規模かつ高品位の岩

筒を探し出すことを主た目標にしなくてはたらたい.

ダイヤモンドの生産技術水準を高める.中国にお

けるダイヤモンドの選鉱技術が遅れ実収率が低く破

砕消耗率が高く産品の種類･粒度構成が少ない現状に

対しては内外の先進技術と経験をよく学び技術を革

新し重液法と光電選鉱法を極力採用しそしてダイヤ

モンド実収率を高め破砕消耗率を減らし良形のダイ

ヤモンドの結晶を完全に保護することに努めたくてはた

らたい.

いわゆる｢横向き｣連合(注:縦割り機構の枠を外し

て横割りに共同すること)を強め内部機構を改革するよ

い方法を用いて企業の活性化を図る.当面ダイヤモ

ンド鉱山は一業を堅持しその中での多種の経営方針を

実行し積極的に加工を行い全国ダイヤモソド工業協

会をすみやかに成立させなくてはたらたい.そして同

時に企業内部での思想教育にてこ入れし科学的管理

を強化し鉱物資源を保護して経営経済の集団責任制を

上手に実行することによって当該企業の経済効率の向

上を促す必要がある.

とくに国家が税金の減免産品の価格補給だとの保

護政策をとるよう提言する.

I正型ダイヤモンドに対する研究事業に力を入れる.

lI型ダイヤモンドは超熱伝導性半導体性耐高温性を

備え比較的高い機械的強度と高い耐腐食性などの性質

を有しその価値は宝石用ダイヤモンドよりも高い.

中国には■型ダイヤモンド含有量が多いという有利さを

発揮するため皿型ダイヤモンドの応用のための研究を

国家の重点項目とするよう提案する.現在中国には

1I型ダイヤモンドの応用分野が確立されていないので

国家がそのダイヤモンドを統一して買上げ備蓄し将

来の使用に備え同時に企業による流通資金の負担を少

たくするよう希望する.

さらにダイヤモンドの生産供給販売を中国非

金属工業公司の統一管理下に置き総合的企画協調に

よる発展に役立てることを提案する.

中国のダイヤモソド工業はかたり遅れて興ったとはい

え我々が改革を加えた良い環境の申にありただ管理

を強め技術を進歩させれば前途は光輝くであろう.｣

この記事から多くのことカミ読取られるものと思

う.とくに強調されていることの一つ■型ダイヤモ

ンドについてはこの記事に先立つ1987年4月27目付の

同じ｡く〈中国地質報>に耀祥の署名入りで掲載された

次の一文がある.

地質ニュｰス408号�



中国のダイモソド産業

一17一

開発を待つU型ダイヤモンド

｢ダイヤモンドは“硬度の王様"とか“宝石

の王様"と称されている.ダイヤモンドは主

に炭素だけで出来ている結晶鉱物であるが実

際には徴量元素が60種ほど発見されている.

科学者たちは窒素含有率の高低でダイヤモン

ドを工型]I型皿型に分類する.II型ダイ

ヤモンドの窒素含有率はO.001劣以下でこの

n型ダイヤモンドは一般にダイヤモンドが備え

ている共通の性質のほか多くの特殊た性質と

用途を持っている.たとえば超然伝導性と

赤外線透過性を備えたII型ダイヤモンドは固体

ミリ波発信器とレｰザ光線発光器の放熱体とし

て使用されスｰパｰ放熱材料の栄誉を受け

衛星通信宇宙飛行の誘導さらには放射線癌

治療などの分野で優れた原材料とたりこれら

の高温条件下での長期連続作動を可能にし如何たる原

材料もこれにかたうものはない.■型ダイヤモンドは

さらにエネルギｰ帯の幅が広くエネルギｰ移動度が

高く高熱伝導性対熱安定性耐破壊強度が大きいた

どの優れた特性を備えこれらの特性を利用して機器を

作製すればその機器は体積が小さく重量が軽く効

率が大きく耐高温性があるなどの特徴を備えることが

できる.

中国の天然ダイヤモンド資源は比較的豊富であ

る.1980年代の初め各部門が中国の天然ダイヤモン

ドのかなり詳しい分析鑑定研究を展開Lその結果

中国の天然ダイヤモンド鉱床では]I型の含有率が高く

それは世界のトップに位することが明らかとなった.

概算ではあるカミ人工衛星の重量が1㎏増すごとにロ

ケットの推力が必要とする燃料は40㎏増加する.そ

のため科学者は百計を廻らして研究し体積の小さい

重量の軽い耐腐食性の十分な耐熱性の高い強度の

大きい効率の高い電子装置が設計できる原材料として

ダイヤモンドを探し当てた.かくして現在世界で

天然ダイヤモンドを生産している国はそのダイヤモンド

を輸出･販売する前に各種の先端的測定分類の手段

を構じ工I型ダイヤモンドを選別して輸出せずあるい

は高い価格で輸出している.だが中国で現在生産中

の天然ダイヤモンドは基本的には選別されないまま輸出

されあるいは国内の使用機関に販売され普通のダイ

ヤモンドとして使用されているため浪費はまさにいち

じるしい.関係機関はn型ダイヤモンドに対する応用

研究を積極的に展開し■型ダイヤモンドを中国のr四

つの近代化｣の建設にその特徴を生かすべきである.｣

第3図広西の山だみ.石灰岩が続くその尽きる所に湖南省のダイヤ

モンド発見地がある(人民中国1973年5月号から)

価値あるものカミそれたりに扱われていたいことは

誰とて悔しいものである.この｢耀祥｣氏が地団駄を

踏んでいる様はよく理解できる.この一文を読まれた

貴方や貴方の家族の何方かがダイヤモンドをお持ちたら

それが1I型ではないかと疑ってみる必要があるかも知れ

たい.

もう一つ｢中国のダイヤモンド戦略｣の中で注目

されることは多分r外国でカリ苦土ランプロファイ

ヤｰから巨大な初生ダイヤモンドが発見されて以来…

･･｣という記述であろう.そのことについて2年半ほ

ど昔に<中国地質報〉(1986年5月5日付)が次のように

報じたことカミある.

ランプロファイヤｰからダイヤモンド

r地質学を学んだ人たら誰もがダイヤモンドはキン

バｰライト中に賦存することを知っている.しかし最

近になってオｰストラリアとアメリカで幾つかのダイ

ヤモンド鉱床が発見されて従来の伝統的た観点に対す

る戦カミ挑まれた.オｰストラリア西部のキソバレｰ高'

原とアメリカアｰカンサス州プラレイクリｰク地区で

初生ダイヤモンドを含有したランプロファイヤｰカミ発見

され専門家によってそのランプ眞ファイヤｰがカリｰ

苦土ランプロファイヤｰと鑑定されたのである.この

ランプロファイヤｰは暗黒色を呈しカリとマグネシ

ウムに富み斑状組織を備えている.主要構成鉱物は

白榴石金雲母透輝石透角閃石撤櫨石披璃長石

で灰チタン石燐灰石尖晶石たどを伴い局部的に

一定量の披璃質鉱物を含有し岩石学的な特徴と構造･

組織はいずれもキンバｰライトとかなり大きな違いカミあ

る.

1988年8月号�
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その他この種のカリｰ苦土ランプ回ファイヤｰの

野外での産状はキンバｰライトの場合と異たりキンバ

ｰライトが常に角礫充填物のある岩筒中に賦存し深度

が一般に2㎞以上であるのに対Lカリｰ苦土ランプ

ロファイヤｰは火山岩筒中に賦存し賦存深度の浅いも

のが多く(数100mのものもある)断面でみると大量

･大規模な初生火山成充填物が存在しその充填物の構

成は火山砕属物と固結した溶岩である｣.

このオｰストラリアでの新発見と関連があるのか

中国はオｰストラリアの一会杜と提携して湖南省でダイ

ヤモンドの探査を開始した.そのことを〈中国地質

報〉は次のように書いている.

申豪共同でダイヤモンド探査

r最近中国地質技術開発輸出入公司の長沙経営部

湖南国際経済開発公司湖南省地質鉱産局413隊とオｰ

ストラリア財団香港駐在事務機構一香港市資源有限公

司(Natura1ResourcesCompanyLimitedofHongKong

City)は広州において湖南省玩江流域のダイヤモン

ド資源の共同探査合資開発についての協定書に正式に

署名した.当該流域では盛んにダイヤモンドが産出

している.今回の中豪両国によって共同探査合資開

発されるのは桃源県の興隆街から趨家にいたる間の河洲

区域の砂ダイヤモンド鉱である.項目は3段階に分け

て実施される.

その第一段階の共同探査では具体的な探査の仕事

を担うのが湖南省地質鉱産局413隊で平のすべてのリ

スクを伴った探査への資金はオｰストラリアCityMine-

ra1ProductsCompanyLimitedが引き受げオｰスト

ラリア財団とその香港駐在事務機構が先進技術と試錐の

先進設備を持ち込んで協力しオｰストラリアの専門家

を組織して探査作業を援助する.その結果として得ら

れた地質学的成果は双方が享受する.第二段階は双方

が協力して経済的･技術的研究を進め開発方針を定め

る.第三段階は中豪連合して企業を興し資本を出

し合ってダイヤモンド資源を開発する.｣

李剛夏衡平(1987.8.31)

たお前述の｢ランプロファイヤｰからダイヤモン

ド｣という記泰が出てから1ケ月後の6月2目付の同紙

でダイヤモンドの新しい成因論がかいつまんで次の

ように紹介されている.

ダイヤモンドの新成因論

｢一般にダイヤモンドはキンバｰライトマグマから

高温･高圧条件下で生じたものと理解されている.

キンバｰライトマグマは水と二酸化炭素に富みダイヤ

モンドの炭素の起源はこのマグマであって周囲の海成

相の炭酸塩岩層ではたいと考えられている.しかし

関連資料や報道によると中国の地質学研究者である熊

大和と魔照田の両名が共同して炭酸塩を炭素の供給源

としてダイヤモンドの合成に成功した.彼等が選んだ

合成ダイヤモンドの材料は炭酸塩岩と化学組成が非常に

よく似ている化学的には純粋た炭酸カルシウムを炭素

源とし分光分析で検証済みの純粋な珪酸を還元剤とし

同時に鉄とコバルトたいしニッケルの合金を鉱化剤とし

て温度1,200℃圧力43,000パスカルという条件下(キ

ンバｰライトの深部生成条件に相当)で順当にダイヤモン

ドを合成Lた.この実験結果は一定の地体構造環境

の中であれば海成相の炭酸塩岩がキンバｰライト中の

ダイヤモンドの炭素源にたり得ることを示している｣.

これはランプロファイヤｰに直接関連づけた説では

たいがキソバｰライトｰ辺倒の考えかたから抜けでる

説ではある.さらにここで紹介したい論文がある.

これは中国地質科学院の王若華らが雑誌<地質論評〉の

第32巻第6期(1986)に発表した新彊ウィｰグル族

自治区でのダイヤモンド発見に係わる小論であるがそ

の母岩がキンバｰライトと断定されたいところに興味が

ある.そのダイヤモンドに関する部分だけ完訳する.

薩爾托海の超塩基性岩体中で発見された初生ダイヤ

モンドと砒コバルト鉱

｢薩爾托海(サルツォハイ)超塩基性岩体はクロム鉄

芝鴛㌫鉱嶋研蓑一ニア班はこの岩体1

この岩体は達拉布特(タラプト)超塩基性岩帯の

一部区域を占めている.その超塩基性岩帯は延長が

100余㎞幅がもっとも広いところで約2㎞北東方

向に伸びて北西に便斜し傾斜角度は60℃前後である.

この岩帯の一部区域での標記岩体の広がりは比較的幅余

広く平面と断面の形態はいずれもかたり複雑である.

この岩体は石炭紀前期の二つの累層の接触帯に貫入し

上盤は石炭紀前期の太勒古技(タイロクラ)累層下盤は

同じく石炭紀前期の包右図(パォクト)累層である.

この薩爾托海(サルツォハイ)超塩基性岩体はダナ

イトレｰルゾライト撤櫨岩たどを含んだハルツバｰ

シャイト岩体で次の二つの特徴を備えている.すな

わち一つは変質がきわめて著しいことである.主要

造岩鉱物である撤櫨石と輝石が外形と組織を保っている

ものの他はいずれも変質して蛇紋石に変わり蛇紋岩

と言ってもよいほどでレｰルゾライト中の単斜輝石だ

地質ニュｰス408号�
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石(八面体)

髪嶺櫓石

包裏体

第岨図ダイヤモンドのEPMA撮像(発見と鑑定:郵楚均)左とそ

れに基づいたスケッチ.

げがときに残品を留めているにすぎたい.もう一つの

特徴は当該岩体と上盤･下盤の岩層との接触部に鮮明

た内接触変成帯と外接触変成帯が生じていることで内

接触変成帯の方が外接触変成帯よりも明瞭に現れ変質

によって炎とき色の滑石一炭酸塩岩にたっている.

1985年の夏我々は8㎏の試料を処理して得た重

鉱物からモアッサナイト5粒を発見した(写真1参照).

このモアッサナイトは藍緑色の砕片で結晶形態は揃っ

ていたい.EPMAによる成分分析の結果によると

その組成はSiが87.74房Cが12.98%である(測定:

北東鉱山冶金研究総院の張麗彦).この結果にしたがいさ

らに3個の原岩試料を採取しその中の1試料(30kg)

の淘汰重鉱物から1粒の初生ダイヤモンドを発見した.

その岩石試料は粒度O.15cm以下にたるように粉砕され

実際には粒度O.5-O.2cmとO.2cm以下に節分けられた.

このダイヤモンド粒は淡黄色透明た結晶体で均

質屈折率はこのダイヤモンドを包有するパイロｰプよ

りも高い｡このダイヤモンド結晶体の大部分は無色･

透明たパイロｰプに包まれごく一部の結晶体が露出し

ているだけである.このダイヤモンド結晶体には13粒

の暗褐色の微小包有物が含まれているがその成分組成

はまだ分析するまでに至っていたい.このダイヤモン

ド結晶体の粒径は約O.15cmである.EPMAによる

このダイヤモンドの組成は次の通りである.

すたわち第一回目のスペクトル分析で2本の線

8個の点を測定した.縦線では下部から上部に4点で

それぞれ1,578.91,037.22,308.9786.4であり横

線では左から右に基点でそれぞれ690.9631.3628.1

1,335.0であった.同一の測定条件下で得たダイヤモ

ンド試料の炭素スペクトルの計数値は1,200.00であ

る.またエネルギｰスペクトル測定による各点の成

分は全炭素計数値が1,000.00以下の点ではMgA1

1988年8月号

SiCaFeの含有率が比較的高い場合が多く同じく

1,OOO.OO以上の点ではFeを少量含有しているにすぎな

い.

第二回目のスペクトル分析で炭素計数値を測定した

結果は合わせて6点それぞれ1,439.81,152.0

1,545.81,082.81,836.01,785.2であった.これ

と同じ条件下での標準ダイヤモンド試料の炭素計数値は

それぞれ1,610.51,359.01,367.7であった.この

結晶体試料の光学的性質とEPMAによって測定した成

分からするとこの結晶体はダイヤモンドであると言

える(断定はその結晶構造の研究結果に待ちたい).初生岩

を粉砕･淘汰した試料から発見したのであるからこの

ダイヤモンドは初生のものと考えられる.この地域の

ダイヤモンドに関する記事は全く文献には載っていた

い｣

この論文の発表後〈中国地質報>は次のように報

道した.

新彊初の初生ダイヤモンドの発見

｢中国地質科学院地質研究所の王若華副研究員は新'

彊ウィｰグル族自治区地質鉱産局第七地質大隊と中国地

質科学院鉱床研究所技師の郵楚均との密接た連携のもと

新彊ウィｰグル族自治区の薩爾托海鉱区に初生ダイヤモ

ンドが賦存することを初めて発見L同時に同鉱区で

大きな経済価値を備えた砒コバルト鉱も発見した.

王若華副研究員は新彊ウィｰグル族自治区地質鉱産

局の依託を受けて｢高温性がんらん岩と金たとの有用

元素鉱物資源の研究｣という課題を引き受け1985年か

ら彼女は同局の第七地質大隊と密接に連携し共同して

研究を展開した.彼女は地質に関する基礎的た事実資

料を手中に薩爾托海鉱区を重点にして現地調査に入り�
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試料を採取Lた.第七地質大隊の若手技術者楊羽生

は王若華が採集した淘汰重鉱物砂鉱を処理する過程で自

然カｰボランダムを発見した.この発見にもとづいて

王若華副研究員は初生ダイヤモンドが存在する可能性が

あると推測しその旨を報告するとともに1985年11月

とくにその試料を携帯して北京に赴き中国科学院鉱床

地質研究所の郡楚均技師に鑑定を依託した.登厚楚均は

X線回折EPMAだとの方法を用いて測定し今年3

月新彊ウィｰグル族自治区の薩爾托海鉱区に初生ダイ

ヤモンド鉱物が存在することを確認すると同時に砒コ

バルト鉱も発見した｡この二つの重要次発見は新彊

ウィｰグル族白治区でのダイヤモンドの探査に道を開い

てくれたのである｣.陸春椿(1986.4,18)

中国がダイヤモンドの探査を重視する以上カリ苦

土ラソブロファイヤｰの調査に欠きた関心をもつのは当

然である｡次の報道はその端的た現れであろう.

撃西裂谷でのランプロファイヤｰの発見とその意義

｢ここ数年の撃西裂谷の研究の過程で一つの重要な

発見がなされた.それは撃西地区での超カリ岩す

たわちカリ苦土ランプロファイヤｰの発見である.現在

のところ4ランプロファイヤｰ群が確認済みで同岩

の多くは岩脈ないし岩筒の形で存在し地域でもっとも

新しい地層である古第三系を切り金雲母によるK-Ar

法年代が31m.y.したがって生成期は漸新世である.

同岩は主として透輝石かんらん石金雲母白榴

石サニディン披璃物質からなり主なタイプとして

は白榴石一カリ苦土ラソブロファイヤｰ白榴石一金雲

母一カリ苦土ランプロファイヤｰかんらん石一輝石一

カリ苦土ランプロプフイヤｰカミある.これらの岩石は

いずれもランプ日ファイヤｰ組織を備え斑晶はかんら

ん石透輝石白榴石金雲母の1種たいし2種で構成

され一般に同種の鉱物の2世代のものが存在する.

今までの研究結果によると地区内のカリ苦土ラソ

ブロファイヤｰはマントル起源の溶融程度の低い生成物

でその岩石学的特徴は西オｰストラリアダイヤモン

ド生成区のダイヤモンド鉱床のカリ苦土ランプロファイ

ヤｰと非常に良く似ているが一点だけ違いがある.

それは撃西裂谷のカリ苦土ランプロファイプｰがチタン

に乏しくアルミナに富んでいることである.とはい

えこのカリ苦土ランプロファイヤｰの発見が撃西地区

におけるダイヤモンドの探査に重要た糸口をつけてくれ

たことは疑いたい｣.班志木(中国地質報1986丁7)

さてこの数年ときどきの中国でのダイヤモンドの

第5図新彊ウィｰクノレ族自治区の西北端に位置する友誼峰の

山麓に残った学群岩の氷食の跡.(中国画報1982･3)

発見やそれにまつわる報道が目に映るようになってき

た.それを掲載紙〈中国地質報〉の日付を追って紹

介する.

譲りますダイヤモンド

｢私の故郷で1農民がO.2313カラット0.0087カラッ

トO.0380カラット0.0155カラットO.0184カラット

だとのダイヤモンド10粒余りを砂金の中から見付けまし

た.そして買い手を待っています.購入を希望さ

れる方には機関と個人を間わずすぐ希望壷値をお知ら

せします｣.

湖南省地質鉱産局407地質隊楊字軍(1986.1.27)

准河以北でダイヤモンド

｢安徽省地質鉱産局646地質隊が本年4月准河北方

の某地の一水系での重鉱物淘汰試料から4粒のダイヤモ

ンドと102粒のクロムを含んだパイロｰプを採取Lた.

そのダイヤモンドの総重量は28ミリカラットそのうち

の一個が22.3ミリカラットでそれは安徽省で現在発見

されているダイヤモンドとしては最大のものである｣1

院訊(1986.6.13)

五台山地で2個のダイヤモンド

r最近山西省地質鉱産局212地質隊は五台山地区で

直径0.1mmと0.2mmの計2個のダイヤモンド原石を

発見Lてこの地区におけるダイヤモンド初生鉱床の裸

地質ニュｰス408号�
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査に重要た手掛りを提供した.

この地質隊は全国固体鉱物資源会議の精神と山西

省地質鉱産局が編成した第7次5ケ年計画にもとづいて

ダイヤモンド調査の重点を五台山地区に移した.彼等

は野外調査で採取した3個の大型試料を遼寧省地質鉱産

局第6地質隊に送って選鉱試験を依頼しそれによって

2個のダイヤモンドの発見がもたらされ同地区が有望一

なダイヤモンド探査対象区域であることを立証した｣.

趨献文郷積仁(1986.τ7)

新彊で再びダイヤモンド発見

｢8月13日現地の老人が新彊ウィｰグル族自治区墨

玉県の喀粒喀什の谷間で砂金を椀掛けしていた際に砂

金の中から1粒のダイヤモンドを見付けた.

その粒は淡黄色をしたダイヤモンドで不規則な八

面体であった.そして長軸の長さが5.5mm短軸

の長さが4.5mm重さは0.8425カラットであった.

この1条の谷からすでに3年連続でダイヤモンドが発

見されていることになる.最初のダイヤモンドの発見

からこの地での地質調査が重視されるようになった.

現在新彊ウィｰグル族自治区地質鉱産局第10地質大隊カミ

喀拉喀什の谷間そのもので砂金とダイヤモンドの調査

を実施中である｣.(1986.10.13)

遼寧省10号露頭でダイヤモンド

r遼寧省復県にある10号キンバｰライト脈の露頭で昨

年10月5目一粒のダイヤモンドが発見された.

この目遼寧省地質鉱産局第6地質隊の張技師は何

人かの見学者をつれてキンバｰライトを見て回り10号

脈に着いたとき西安地質鉱産研究所の王麓聖が何気無

く露頭の表面を見やり一つの異常な斑晶があることに

気付いた.彼はおそるおそるその部分の岩塊をハンマ

ｰで割り手にしたところこれこそ閃めくダイヤモン

ドの結晶であった.観察の結果によるとこのダイヤ

モンド粒は岩石の風化面上にはまりこみ露出している

部分の長さカミ5mm幅カミ3mmで圧偏曲面を備えた

菱形十二面体無色透明な推定1カラット前後のもので

あった.

張技師の話によると復県の鉱区でキンバｰライト

の露頭から直接ダイヤモンドがみつかったのはこれが3

回目であり今回のものがもっとも大きい粉とのことで

ある.その前の2回のダイヤモンドはこれより小粒で

はあったがその中の一粒は北京の地質博物館で所蔵さ

れ珍らしカミられているとのことであった.

新たに発見されたこのダイヤモンドの母岩試料は

遼寧省地質鉱産局第6地質隊カミ当分保管することとされ

1988年8月号

第6図遼寧省大連市の頭道溝で

発見された四面体のダイヤ

モンド.(中国画報から)

やたらには無い標本として陳列されている｣.

蘇翠(198τ1.23)

河北省初のキンバｰライト

r少し前のこと河北省地質鉱産局石家庄総合地質大

隊はダイヤモンドの地質調査中に河北省南部の某地で

初めてキンバｰライトの数条の脈と数体の岩筒を次刈こ

発見した.その脈は走向がN1O-25.E傾斜がほぼ

垂直に近く脈帯としては走向方向に17㎞ほど断続･

延長し各派の脈幅は一般に1-2mである.側岩は

カンブリア系たいしオルドビス系の石灰岩である.こ

のキンバｰライト中にはかたり多くの角礫が含まれそ

の角礫は主として石灰岩と火成岩でさらにその火成岩

角礫中に石灰岩の角礫や片麻岩の角礫深部起源の角礫

が存在している.このキンバｰライトの変質はいちじ

るしく主として蛇紋石化と炭酸塩化でありそれに次

ぐのが珪化である.たおパイロｰプクロム鉄鉱

クロム透輝石マグネシオイルメナイトなどのダイヤモ

ンドの探査に役立つ鉱物を随伴している｣

範吉祥(1987.1.23)

山東省でま一た初成ダイヤモンド鉱床の糸口を発見

r1965年に山東省の家陰県で中国初の初成ダイヤモン

ド鉱床が発見されて以後久しく同省のダイヤモンド初

成鉱床の探査に新たた成果カミ見られたかった.それが

昨年の末それまでの過ぎた15年もの停滞がついに山東

省地質鉱産局第七地質隊によって破られた.彼等は山

東省益都地区でダイヤモンドの母岩キンバｰライトを

探し当てたのである.

キンバｰライトはアルカリ岩に近い超塩基性岩で

ある.この種の岩石カミ最初に発見されたのが南アフリ

カのキソバレｰ市近郊であったためこの名がありし�
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かもそのキンバｰライトにダイヤモソドカミきわめて豊富

に含まれていることが明らかになって有名にたった岩

石である.現在でも地質の専門家たちはキンバｰラ

イトを探し出すことがダイヤモンドの初成鉱床の探査の

重要な糸口と考えている.

上述の第七地質隊の実験室の詳細な鑑定によれば

当該キンバｰライトの構造と組織および特徴は河北省渉

県で新たに発見されたキンバｰライトとよく似ていて

鉱床を胚胎する可能性は非常に大きい.このキンバｰ

ライトの側岩はカンブリア紀の石灰岩で周囲には雲母

カｰボナタイトがあってその雲母カｰボナタイト中に

は蛇紋岩の捕獲岩が含まれている.このキンバｰライ

トから採取した大型試料でまづ一粒のダイヤモンドが発

見され場所を選んで採取した試料の淘汰重鉱物から特

徴的なパイロｰプクロム鉄鉱だとの指標鉱物が発見さ

れたことを基礎にさらにダイヤモンドの発見が続いて

いる.現在第七地質隊はすでに通例を破って冬季に

も幾つかのポット(探鉱のための穴)を掘り重鉱物選鉱

だとの作業を実施しキンバｰライトのダイヤモンド胚

胎ポテンシャルの検証を進めさらに詳しい地質調査を

行いそれらによってダイヤモンド新鉱区の確定を図っ

ている｣垣水(1987.2.16)

瓦房店ダイヤモンド鉱山開発に移行

｢少し前のこと遼寧省瓦房店市と遼寧省地質鉱産局

および落陽有色金属公司などの機関が連合体を作り瓦

房店ダイヤモンド鉱床に対する合理的た開発計画を進め

てきた.

この数年来の国家の関係部門による探査が繰返され

それによって瓦房店市で一体の優れたダイヤモンド鉱床

カミ発見され同鉱床のダイヤモンド埋蔵量は中国全体の

埋蔵量の1/2以上を占めていることその分布区域は

500km2に達することそのダイヤモンドは埋蔵量が大

きいだけでなく品質も優れていることが確認された.

瓦房店ダイヤモンド開発公司はr統一領導統簑企

劃全面開発分期進行先富後貧貧富兼摂以富養

食以蹟養醸｣(統一した指導統轄的な計画全面的な開

発段階的な進行富鉱優先･貧鉱後回し貧鉱･富鉱いずれ

も採掘富鉱で貧鉱の赤字補填鉱石で鉱山を成り立たせる)

の原則にもとづいて今年から開発に入り第1期の工

事に2,ooo万元が投畦られ計画粗鉱生産量800t/dのダ

イヤモンド鉱山と加工工場カミ建設されそれによって年

生産額は2,000万元に達するはずである.(1987.3.27)

湖南省で39カラットのダイヤ

｢湖南省桃源県の青林郷の農民程西安が本年6月29

日に青林郷の茂樹埋村の金銀波山の山上で一粒の重さ

39.24カラットのダイヤモンドを掘当てた.専門家の

鑑定によるとこのダイヤモンドは挟雑物も傷もなく透

明で揚子江以南で最近発見されたダイヤモンドとして

は最大のものである.程西安はこのr宝物｣を手にい

れた後高く売って儲げようとせず44万元で国に譲り

そのうちの16,000元を貧困救済のために寄附した｣

張一基(1987.8.14)

1987年の秋までの<中国地質報〉では以上のよう

だ報道がされている.ダイヤモンドの自給を目指す中

国の今後はかかって地質専門家の肩にあり.同業者･

としてその奮闘に声援を送りたい.

地質調査や鉱床探査に携わる人々の思い出は尽きな

いものだが報道の中には幾つかのエピソｰドが盛り込

まれている.次にそのエピソｰドを一つ.

虎を避けて宝物を拾う

｢人は年を取ると過ぎて行った日々を懐かしく想う

ものだ.私がここで筆を執るのは地質という職業上の

縁があって鉱床探査の中で経験したことをとくに湖南

省の洪江県でダイアモンドの調査をしていたときに虎を

避けて道を変えおかげで宝物を拾うことにたった様子

をこの新聞に投稿するためなのだがあの目のことは今

も鮮やかに目に浮かぶ.

1957年の初夏だった.私は湖西調査隊の第2班に

配属されて洗江上流の洪江県の北でダイアモンド鉱床

のための調査をやっていた.ある日私と班の仲間数

人がリュクサックを背負ってハンマｰを手に洪江の北

のとある谷間に向かった.そこはただただ緑に包

まれた世界だった.谷一面の夏草川の流れ山を覆

う木立ちそのすべてカミ線に映えていた.田んぼには

伸び盛りの稲がまるで緑の油でも流したよう.サｰッ

と吹き抜ける風さらさらと流れて行く水は谷間をゆる

やかにくねりまこと目に映るものすべてまぶLいぽ

かりにさわやかであった.

私たちは川に沿って上り一路1:5万の広域地質

調査の基準通りにルｰトをとり地点を確め観察し

サンブルを採取した.そして正午ごろのこと私たち

がちょうど川が曲がろうとしている所で地質の観察をし

ていたとき突然林の中から空気を震わせて野獣の轟

声.誰とて不意のこと驚いたこと驚いたことひた

すら立ち去ってくれることだげを願った.だが100

キロもありそうな華南の虎一頭悠然と私たちの方に近

づいてくる.すぐさま数人が緊張にこわぽりたがら

立ち上がった.試料採取工の陳爺さんが本能的に砂鉱

地質ニュｰス408号�
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第7図ヒマラヤ山脈の未登撃の峰一ナムチャバルフ

峰を前に同峰の東側カ回ラゾ峠でキャソブを

張る中扇科学院科学調査隊.この調査隊の融隊

長が地質専門家である.(中国画報1983.4)

採取用のスコップを構えた.このスコップだけが私た

ちが手にすることのできる強力た武器であった.他

の数人が掌中の岩石ハンマｰを面前に迫った黄色と黒

の縞も憎々しい虎にむかって振りかざし虎が死ぬか

我々が食い殺されるかの戦いの一瞬を待った.このと

き地質班長の超さんがそ一つと皆に言った.r老虎は

水場では力が出せないと言う.川まで下がろう.

自然の障害を頼んで戦うんだ｣.班長の合図で私た

ちはすぽやく水に飛び込んだ.虎は水辺まで追いかけ

てきた.虎との距離は40mほど.彼我対時して時

が過ぎその長かったこと.でも実際は数分だった

だろう.虎は川面を見つめあきらめてか踵を返し

て林の申に消えていった.

私たちがようやっと岸に上がりかげたその時地質

員の若い王君が岸辺近くの流れを指さして叫んだ.

｢見ろ川底が光ってる｣.一同がおそるおそる王君

の指さす方を見やった.そして水の中で閃めくもの

に気がついた.班長は言った.｢みんた勝手に動

く底.水をかきまわしてはいかん.静かに離れろ｣.

一同は班長の言う通りにした.彼は水に顔をつげし

ぽらく頭を上げたかったがやっと顔を上げて大声でど

たった.｢みんた早くきて見ろ.ダイヤモンド

だ.10カラットはあるぞ｣.

たちまちに歓喜の渦私たちは小踊りし手を振り

足を踏んで喜んだ.炭とにらみ合ったあの張りつめ

た恐怖の一刻をすっかり忘れて.さあ今から新たた

洋々とした前途カミ待っている.喜べ舞え踊れ.

しほらくしてこの地区は探査優先区域に入れられ

最終的にはダイアモンド埋蔵量報告書が完成して国に

提出された.虎に遭遇した体験を思い出すたびにそ

の話をしては虎から逃がれて宝物を拾ったとはこれ

こそ禍変じて福と為すの好い例だんだと結んでいる｣

翼振簑(1987.9.14)

1988年8月号

次に中国最大のダイヤモンド鉱山と最大の生産省

と思われる遼寧省の生産状況についての報道を紹介Lよ

う.

中国最大のダイヤモンド鉱山一瓦房店

｢中国における計画生産能力が最大で品質が最高の

ダイヤモンド生産鉱山は瓦房店鉱山である.この鉱山

は1987年9月21日に国家計画委員会の認可を得て創

建された.ダイヤモンドは自然界に稀だ貴重た鉱物

で国際的たr堅い通貨｣であり近代の先端産業カミ必

要とする原材料でその価値は金よりもはるかに高い.

瓦房唐股侮有限公司(瓦房店ダイヤモンド株式会社)

がこの鉱山の建設と経営に当りその投資額は2,617万

元で1988年末に完成･生産に入り3年後には年間販

売額1,200万ドルの生産能力に達するはずである.

瓦房店のダイヤモンド資源は豊富でその品質は世

界の一流昂でありすでに内外の宝石業界の注目を集め

ている.瓦房店市人民政府はこの貴重な資源の開発

を早めるためまた国家の外貨を多く生み出すために

32文字の開発方針を制定した.それは｢統一領導

統篶企劃全面開発分期進行先富後貧貧富兼摂

以富養貧以薩養騒｣(統一した指導統轄的な計画全面的

狂開発毅階的次進行富鉱優先･貧鉱後回し富鉱･貧鉱い

ずれも採掘富鉱で貧鉱の赤字を補い鉱石でもって鉱山を成

り立たせる)というものである.同政府の協力の下で

1986年12月遼寧省地質鉱産局第6地質隊華銅銅鉱山

瓦房店市炭鉱の三者が瓦房店股傍有限公司を設立Lた.

同公司の董社長は彼等が瓦房店市のダイヤモンド

資源の開発の前途について確信に満ち逐次生産能力を

拡大すると述べている.｣

劉承国(中国地質報1987.10.9)�



一24一

岸本文男

第8図チベット自治区四川省雲南省の省境にそびえる

横断山脈.中国では珍しい南北方向の一大山脈であ

る.最高峰はゴソガ山海抜7,556m.その5,300

mところにある氷河をよじ登る氷河･地質調査隊員た

ち.(中国画報1985.2)

遼寧ダイヤモンド産額1,440万元

｢遼寧省地質鉱産局第6地質大隊はダイヤモンドの

一般調査と探査を主体とする総合地質隊である.1970

年代にこの大隊は遼寧省の南都地域で大型ダイヤモンド

鉱床を発見し探査しながら採掘し1980年に金剛石公

司を設立した.昨年のダイヤモンド生産量が1万カラ

ットその売上が300万元利潤は100万元に達した.

この6年の経過の中で金剛石公司の職員と労働者

は当初の90人ほかりから300人余に増え金剛石公司そ

のものは簡単な採鉱と選鉱から採鉱･選鉱･加工･販売

の各部門を擁する比較的整った総合企業に発展L採

鉱部選鉱所ダイヤモソド工具加工工場宝石加工工

場を持つようにたった.

そのうちのダイヤモソド工具加工工場が製作してい

るガラス切りグラインダｰ金属切削バイトボｰ

リソグピット用クラウンなどは南は広州から北はハル

ピソに至る広い販路を有しその製品の中でもD型小型

グラインダｰとDC-3型金属切削バイトはすでに海外

に輸出されている.宝石加工工場が生産しているダイ

ヤモンドの宝石は1986年秋季製品展示･即売会で内外

の商社の好評を受け会場に展示された397点のネック

レスブロｰチだとダイヤモンドのアクセサリｰは一つ

残らず売り切れた.この金剛石公司が生産しているダ

イヤモンド製荒仕上げ工具はベルギｰイソドシン

ガポｰル日本アメリカだとの国六と香港地区に売ら

れ1986年の輸出実績は92万元で1985年の4倍にたっ

ている.

この6年間にこの金剛石公司が生産したダイヤモ

ンドは66,200カラットダイヤモンド製工具は43,800点

価格は合わせて1,440万元実利潤は618万元で都･所

･工場建設当初の投資額のほぼ6倍に達している.6

年の間に国家に収めた各種の税金は272万元でこの地

質大隊の基地の建設と職員･労働者の福利事業に200万

元が投ぜられた.公司はすでに200万元の固定資産を

所有し職員･労働者の年収は1,300元前後になってい

る.1985年1月から職員･労働者全員が団体社会保険

に加入しその保険総額は4万元に達している｣.

(中国地質報1987.3.30)

では中国国内でのダイヤモンドの価格はPとた

るとこれは判り難い.日本の場合でも品質と仕上

がりそして大きさ(重さ)で1カラット当りの価格は

まさにピンからキリまである.それで一般的には標

準価格が設定されるわけであるが中国の場合は実際の

商談に当る企業にしか判らないのカミ実情であろう.

しかし中国国内での販売価格の変動状態は新聞

報道で占見い知ることができる.たとえば1986年12月

5目付の〈中国地質報〉に次のような報道がなされて

いる.

国内ダイヤモンド再度17%値上げ

r関係部門の話によると今年にたってから国家のダ

イヤモンド販売価格は2回にわたって調整されその上

げ幅はそれぞれ10劣および17ガ前後であった.

第1回目の価格調整は本年初頭に行われた.そ6

価格調整の原因は中国におけるダイヤモンドの国内供

給価格カミ1960年代に定められた価格のまま据えおかれ

その統一供給価格は輸入コストと販売定価設定法で定め

られた方法にもとづいている.中国が外国貿易の収支

決算体制を改革するにしたがってダイヤモンドの輸入

が過去の外国貿易の国家一括損益負担から外国貿易部門

の代理輸入に変わった.しかし経営部門は統一供給

価格を考えて輸入ダイヤモンドを配分しそれによって

経営機関の利益が国際市場の変化の影響を直接受けるよ

うにたってきた.近年国際市場におけるダイヤモン

ドの状況の変化がいちじるLくたとえぱラシｰムのダ

地質ニュｰス408号�
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イヤモソドは1983年と1984年の実際の価格が1977年と

1978年の価格の35-50劣高であった.そのほか中国

財政部港湾税関総署が輸入関税を改正して税率を5

%から8灼こ上げた.これらの事情によってダイヤ

モンドの価格を調整して不合理にたった状況を改善し

それでもって経営機関の積極性を引き出し国内需要を

満たしていかねばならたかったのである.

第2回目の価格調整は本年8月1日に行われた｡

この調整の原因は人民貨幣のアメリカドルに対する交

換率を調整したため外国貿易部門の代理輸入によるダ

イヤモンドの輸入コストが上がり加えて国際市場にお

けるダイヤモンドの価格が引き続き上昇してさらにそ

の輸入コストが高くだったことにある｣.建文

最後に世界のダイヤモンドビットの取引状況につ

いての中国の分析に触れてみる.

世界のダイヤモンドビット取引状況

r国際ダイヤモンドピット貿易連合の会長エドマン

･コルシタソ氏は1987年2月1986年の世界のダイヤ

モンド生産量が8,870万カラットと推算されそれは

1985年に比べて2,200万カラット多いことを明らかにし

た.工業用ダイヤモンドの生産を主体とするオｰスト

ラリアのアゲイル鉱床が正式に全面的生産に入り昨年

の生産量カミ2,500万カラットを越えそのためオｰスト

ラリアのピ少ト用ダイヤモンド生産量がザイｰルを抜い

て世界一とたった.

英国ロソドソのトパｰズカンパニｰに属する商業

機構一中央販売組織(シンジケｰト)が世界のピットダ

イヤモンドの80%前後を独占している.1986年におけ

る同シンジケｰトは10回にわたって現地交易会を開き

その総売上が25.57億ドルに達したがそれは1985年の

総売上の40劣増である.1986年同シンジケｰトはダ

イヤモンドの価格を2回にわたって上げた.第1回目

は5月で低品質ダイヤモンドの価格を7.5形アップL

第2回目の11月には高品質ダイヤモンドの価格を7老ア

ップした.

1986年におけるアントワｰプ(ベルギｰ)の研磨用

ダイヤモンド輸出額は約20億ドルイソドが14億トル

イスラエルが160万ドルとたっている.

そのベルギｰのアントワｰプダイヤモンド高等理事

会が1986年年報で報道したところによると1986年にア

ントワｰプの工業用および宝石用天然ダイヤモンド原石

の輸入量は6,500万カラットに達している(その中の工業

用ダイヤモンドは2τ69%)1主なダイヤモンド原石供給

国はツソジケｰトが所在する英国(3,OOO万カラット)ザ

1988年8月号

イｰル(800万カラット)オｰストラリア(700万カラット)

である.

アントワｰプの研磨用ダイヤモンド原石輸入量も大

幅にふえその総額は13.81億ドルに達した.その主

た原石供給国はソ連(24形)アメリカ(13･4%)インド

(13.3%)イスラエル(12.6%)であ'る.

ベルギｰの研磨用ダイヤモンド輸出額は18.49億ド

ルに達L1985年の実績よりも17.5劣多かった.その

輸出額の46%はアメリカであるが現在日本と香港向

けの輸出量カ!増大の傾向を示している｣

孫坦(中園地質報1987･8-28)

おわリに

この｢あれこれ｣は雑記帳のようたものだから雑

談を一つ加えて終わりにする.それは世界最古のダ

イヤモンドの話である.

アメリカシカゴ大学のRoyLewis教授が3月18

日号の｢Nature｣誌に発表されたところによると彼

は太陽系よりも古いダイアモンドを発見したとのこと

である.

そのダイアモンドは彼と彼の共同研究者が4個の明

石を研究中に発見したものでこの4個の明石は1969年

にメキシコで発掘されたものである.そのダイアモン

ドは細かい粉末状のものでこの発見には彼等自身が驚

いたという.それは明石の研究中にダイアモンドを

見つけるとは全く予想していたかったからである.

まず明石中のいつもは調べていたかった炭塵を研

究するためにその炭塵だけを集めたのであるカミ彼等

はその炭塵が黒色にたるものと思っていた.ところが

不思議たことに最後の部分で白くたった.そこでそ

の試料を試験したところ白色の部分は何と炭素からた

るダイアモンドだったのである.さらに詳しく分析し

てみた結果はこのダイアモンドがキセノンガスを包有

し太陽系の外からもたらされたことを示していた.

さらに繰返した測定･試験の結果この4個の明石'

の年代が太陽系の年代と一致することそしてそのダイ

アモンドが明石自身に由来するものでたく宇宙物質に

噴石カミ衝突した際に当該明石中にはまり込んだもので

その宇宙物質の年代値は太陽系よりも大きいことが明ら

かになったのである.

彼等はそのダイアモンドが大気圏外の一つの星の

最後のr赤色巨星｣段階で生じた可能性がありその際

の環境は非常に高い温度と水素に富んだガスの存在を特

徴としその環境がダイアモンドのガス凝集方式による

生成に都合カミよかったものと説明している.

おわり�


